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災害レジリエンスの定義とは

知花　大原先生が研究をされている
「災害レジリエンス」とはどのような
概念でしょうか。
大原　災害レジリエンスには多様な
定義がありますが、私は4つの要素
から構成されていると考えていま
す。（図 1）いわゆる国土強靭化
（National Resilience）の観点である

「致命的な被害を負わない強さ」、「速
やかに回復するしなやかさ」の2つに

加え、「緊急対応（避難含む）」、「より
よい復興」の4つの要素をいかにバラ
ンス良く構成するかが「災害レジリ
エンス」であると定義しています。
知花　強靭化の英訳は「レジリエン
ス」ということですが、類似の表現
の「ストロング」との違いについても
教えて下さい。
大原　「ストロング」はどちらかとい
うと「致命的な被害を負わない強さ」
を示し、強い構造物を目指すものです
が、いかに回復するかも重要です。強
い構造物の研究はたくさんされていま
すが、回復の研究は不足していると感
じています。回復は社会的要素に大
きく影響を受け、その時々の情勢で仕
組みも変わってくるため、より最新の
研究が必要だと考えています。

知花　まちの機能の回復といって
も、地域のコミュニティや経済、環
境等、様々な要素がある中で、これ
らを俯瞰的に見る必要があるという
ことでしょうか。

大原　まちの機能の回復には「多様
性」と「地域性」が重要です。構造物
だけではなく地域の文化や社会、
人々の繋がり、環境等の様々な分野
から複合的に捉えないと、回復に向
けてどのように取り組めば良いか公
平な見方ができないため、多様な人
が連携して取り組むことが必要で
す。また、回復の議論には地域をよ
く知る人材が必要で、地域の大学や
研究者の役割が大きいと思います。
防災に寄与できる人材を各地域で育
成し、地域ごとの課題を適切にフォ
ローアップできる体制を整えていく
ことが必要です。

（一社）計画・交通研究会　会報9月号

［対談］

近年全国各地で自然災害が頻発しており、防災への意識が国全体で高まっています。東京大学生産技術研究所の大原美保
教授と政策研究大学院大学の知花武佳教授が、防災の考え方や最近の動向、今後の展望等について語りました。
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ことも重要ですが、こうして人を育
成することも重要だと思っていま
す。防災の方では拠点の人材発掘・
育成という面はいかがですか。
大原　地域で防災リーダーを育成す
る取組を行う地方自治体もありま
す。一方で、防災を深めようとする
と、防災だけに固執してしまいがち
なのですが、今は気候変動等、防災
以外のことも複合して考えることが
できる人材が求められています。防
災リーダー等を研修によって生み出
そうとした結果、逆に視野が狭まっ
てしまう恐れもあり、幅広な人材を
どのように育成すべきかが課題です。
知花　治水についても同様で、流域
全体で総合的かつ多層的な対策を考
えないと従来の総合治水になってし
まいます。広く全体を俯瞰できる人
材が評価される世の中になると良い
ですね。

　ところで、海外でも様々な分野で
防災の研究が行われているのでしょ
うか。

大原　海外は社会防災的な分野での
研究があまりなされていないように

感じます。日本
では、阪神・淡
路大震災以降に
研究がされてき
ましたが、海外
はまだ社会防災
の研究者が研究
者として認識さ
れていない印象
を受けます。そ
のため、私も海
外のカウンター

パート探しが難しく、かつて日本に
留学していた研究者がカウンターパ
ートになることが多いですね。

最新技術や研究動向について

知花　防災研究における、最新技術の
活用や研究動向をお聞かせください。
大原　データ活用やAI活用の流れは
確かに感じます。昔は被害の報告を
行う際に、電話で報告、紙に記入、
それを手で集計といった感じでした
が、今はデジタル化して入力したデ
ータが自動的に集計されるシステム
が一部で導入されています。そうい
ったシステムを訓練でも試したり、
実際の現場でも使ったりしていま
す。また、画像処理の技術も活用さ
れてきている印象があります。
知花　確かにドローンの活用や画像処
理は一気に伸びた印象がありますね。
　ちなみに、流域治水に関しては、
水害保険のあり方にも動きがありま
すが、防災も同様でしょうか。
大原　保険業界もまさしく画像で判
定するといった取組をしています。

知花　多様な観点から地域の特性を
理解しておく必要がありますね。そ
れは直接的な防災の研究ではないか
もしれませんが、そういったことを

防災とリンクさせることが重要だと
思います。

人材育成について

知花　私の研究テーマである「流域
治水」に関して、「流域治水推進組織
を指揮する人材は、流域全体を俯瞰
的に見通した上で多分野をまとめる
能力が求められ、人材を探すだけで
はなく各流域で育成する」必要があ
るといったことを含む提言を土木学
会から公表しました。参考になるの
が「リバーカウンセラー制度」で、全
国の一級河川毎に学識経験者をアド
バイザーとして設置しています。私
は狩野川の担当になりましたが、最
初は国の河川事務所の人の方が詳し
いわけです。けれども事務所の人は
人事異動で入れ替わっていく中で、
いろいろ教わりながら詳しくなって
いく。地域の中で優れた人材を探す

対談 災害レジリエンスについて語る

知花武佳　政策研究大学院大学 教授

図1　災害レジリエンス4つの要素
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多様な観点から地域の特性を理解し、防災とリンクさせて
考えていくことが重要ですね―知花
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先日の能登半島地震でも写真を活用
して被害判定をするという技術が使
われています。

知花　そのような取組は今後も進展
しそうですね。

大原　私もAIを活用した「水害対応
ヒヤリ・ハット事例集」作成に関する
研究を行っています。近年、災害発生
後に地方自治体から災害対応検証報
告書が公表されることが多いですが、
それらから災害対応が円滑に進まなか
ったヒヤリ・ハット事例を抽出して、
災害対応の教訓として活用する取り
組みを行っています。本事例集の作
成には膨大な量の報告書から事例を
抜き出す必要がありますが、私が作成
した事例データべースを教師データに
して、AIを使って事例を自動抽出す
るという技術を共同開発しており、現
在は97％の精度で事例を抽出できる
ようになってきています。

知花　すごいですね。まさに最新研
究ですね。
大原　はじめは水害から取り組んで
いたのですが、地震や津波について
も地方自治体から災害対応検証報告
書が刊行されていますので、事例抽
出をしようと取り組んでいるところ

です。事例データベースは「情報収
集」や「避難」、「復旧工事」、「物流」
等の業務別カテゴリーで整理してお
り、例えば、様々な災害について「避
難で困った事例」「道路復旧で困った
事例」などのように、即座に事例を
抽出できます。一方で、蓄積した事
例数がどんどん増えてきて、事例の
活用方法に課題を感じています。
知花　多くの人に使ってもらえれば
事例も増えるので、活用されること
が重要ですね。
大原　どのような災害での教訓なの
かを理解していないと、ミスリーデ
ィングになってしまう可能性があり
ます。水害でも、ゲリラ豪雨のよう
に短時間で生じる災害もあれば、台
風性の数日間続く災害もあります。
学ぶ側が自分の地域性に合ったもの
を正しく学ばないと意味がなく、自
分が学ぶべきものを莫大な事例から
適切に判断できるかが目下の悩みで
すね。さらに、過去から学ぶだけで
は不十分で、社会も気候も変化して
いる中で、災害が起きた時にどのよ
うな事態が起こるのかといった深い
解釈ができることが望ましいです。
知花　そうですね。災害時の避難指

示もAIが行ってくれるようになると
言われていますが、過去の事例だけ
でなく社会や気候の変化もAIに正し
く学ばせる必要がありそうですね。

よりよい復興（Build Back Better）に
ついて

知花　次に、「よりよい復興（Build Back 

Better）」について教えてください。
例えば、地方の被災地で原状復旧ま
でできるところは良いですが、応急
復旧までしか対応できずに災害が起
こる度にインフラが弱くなっている
ところも見られます。大都市とは異
なり地方でよりよい復興に取り組む
ためには課題が多いのでしょうか。
大原　今年発生した能登半島の被災
地において、2007年の能登半島地震
で被災して復旧した道路の隣接部が
崩落しているのを見ました。（写真1）

河川でも、過去に補修した堤防の隣
接部が、新たな水害で被災している
のを見たことがあります。防災は「原
状復旧」が原則ですが、部分改修を
すると、改修した箇所の隣接部が不
連続になるため、そこが脆弱になり、
次の災害で被災するという悪循環に
なりかねないと思います。
知花　道路もまんべんなく同じ基準
にするのではなく、「周りの道路が崩
れても、この幹線道路だけはしっかり
と強くしておく」といった強弱を付け
るべきなんですよね。地方でかけられ
る予算に限界があり、目先の対応に追
われてしまうことも理解できますが。
大原　原状復旧だけだと部分的にし
か強くならず、全体システムとして
は強くなっていきません。全体的な
レジリエンスの観点からみると、被
災した箇所を直し、そのライン全て
を点検し、全面的に一定程度の水準

対談 災害レジリエンスについて語る

写真1　能登半島地震での道路被害例
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に持って行かないといけません。こ
のような対処を全てに行うことはで
きないため、どのインフラを取捨選
択するのか、いかにして社会の合意
を得るのか、地域の中できちんと議
論する必要があると思います。それ
が私の思う「よりよい復興」ですね。
知花　私も様々な被災地を見てきま
したが（写真2）、被災地では「もっと
いいものを作ろう」という前向きな
気持ちを持っている人をたくさん見
てきました。災害を機に、いいまち、
いい川をつくろうとしている事例も
たくさんあります。その風潮がある
中、さらに「よりよい復興」に取り組
めると良いですね。
大原　レジリエンスの発展系として
「変革的レジリエンス（Transformative 

Resilience）」という言葉があり、海外
ではよく議論されています。我が国
では、人口減少に伴う低経済成長の
中で、100%の機能回復はますます
難しくはなります。一方で、元の機
能から見ると100％回復していなく
ても、別の価値観を融合させ、付加
価値を高めることによる「より良い
復興」を行うという方向性があると
思います。すなわち、災害前からの

「変革」です。そもそも、「現状復帰」
や「元に戻ること」が必要なのか、社
会全体でよく議論していく必要があ
ろうかと思います。
知花　それは冒頭の話にもつながり
ますね。防災研究を個別論にするこ
となく、「多様性」と「地域性」を踏ま
え、よりよい地域づくりにちゃんと
踏み込んでいく必要がありますね。

今後の防災研究の展望について

知花　今後の防災研究の展望につい
てはいかがでしょうか。

大原　いかに将来の行く末をきちん
と思い描いて、後悔の無いように計
画立てておけるかというのが私の研
究で大事にしているポイントです。
私は大学時代に地震被害想定に一番
興味を持っていて、どのような地震
被害を想定して、どのように防災計
画を立てるかを専門にしてきました
が、被害想定のように過去からいか
に学ぶかが人間の持っている大きな
「武器」だと考えています。加えて、
将来の社会をどう想定して計画を立
てるかがもう1つの「武器」でして、
過去から現在、現在から未来という
2つの武器をどのように活用して将
来のレジリエンスを組み立てられる
か、今がまさに過渡期であると思い
ます。今、人口減少や気候変動、巨
大災害など様々なものに向き合って
いますが、それらに真剣に取り組む
ことで将来後悔しないようにしてい
きたいですね。

知花　そうですね。人も社会も気候
も変化していく中で、今真剣に向き
合うことが重要ですね。
大原　将来後悔しないために、これ
からの若い世代の活躍にも期待した
いです。

対談 災害レジリエンスについて語る

写真2　最上川舟運の中継地として栄えた大江町百目木地区。たびたび浸水被害に見舞われ
つつも無堤のままで川とのつながりを大切にしてきたが、これからは堤防整備が進められる
ことになる。地域の人々はよりよい姿を模索している。
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インタビュー 八十島先生の思い出を語る

当 会は今年、創立50周年を迎
え、歴代会長にお話を伺って

います。第4代会長の森地茂先生へ
の取材の中から、初代会長の八十島
義之助先生にまつわるお話をお伝え
します。

卒論では鈴木忠義先生の研究室に

　僕は学生時代、東大の「旅行研究
会」に所属して活動していたんで
す。「地方都市をどうやってた観光に
結びつけるか」「宗教をどうやって観
光に結びつけるか」とか、西行や芭
蕉と地域を結び付けて考えたりする
研究会で、面白い活動をしていまし
たね。

　けれども、研究会の顧問を担当し
てくださっていた嘉治真三先生が亡
くなったんです。その頃、鈴木忠義
先生が観光分野で初めて博士の学位
を取られた記事が新聞に出たんで
す。鈴木先生は東大土木を卒業し
て、東京大学農学部の演習林の職員
から始め、林学科の造園研究室（助
手だけの研究室）の助手をしておら
れ、1961年に八十島先生が土木工学
科の助教授として迎えられた。おそ
らく「都市工学科」の設置（1962）が

あってのことでした。

　それで、旅研会長の鷲尾悦也さん
（後の日本総連会長）の命令で鈴木先
生に研究会の顧問になって頂きたい
とお願いに行ったら、鈴木先生が「君
がうちの研究室に入るならやってや
る」とおっしゃったんです。研究会
は同好会ではなく、正式のクラブだ
ったので、顧問の先生がいないと活
動できない。そんなに深く考えずに
「分かりました」と答えて、顧問にな
っていただいたんです。

　その2年後、卒論の研究室を選ぶ

ときに、八十島先生の研究室を希望
したら、八十島先生に「君は鈴木さ
んのとこへ行くことになってるだろ
う」って言われたんですよ。研究会
顧問の時の約束が生きていたんで
す。僕は驚いて、「いえ、旅行は趣味
でやっていたが、研究は交通をやり
たいので、先生のとこに行きたい」
とお願いしました。すると、そこは
八十島先生のすごいところで、「分か
った、分かった。それなら、君をう
ちの研究室の学生にする。ただし、
都市工学の鈴木さんのとこに出向を
命ずる」と言われてね、「この人には
かなわないな」と思いました（笑）。

「国土をつくる」という強い想い

　鈴木先生の研究室では、近畿日本
鉄道から紀伊半島の開発について委
託を受けていて、僕は算数が好きだ
ったので、観光者が紀伊半島をどう
いうルートで周遊するかという問題
をエントロピー最大化の手法で分析
していたんです。当時、紀伊半島の
開発に関する研究会には、東大の哲
学を出た経済企画庁の方が参加され

ていて、八十島先生の若い時の話を
聞きました。
　八十島先生は1941年に東大の土
木学科を卒業され、その後は講師を
されていましたが、戦後早々に「国
土開発研究会」を組織され、役所の
人を集めて「国土をどうするか」とい
う議論をされていたそうなんです。
そういう時代でもあったとは思いま
すが、そんな若い年齢で国土全体の
ことを考えて活動していらしたんで
すね。

　僕が大学の研究者になってからも
ずっと不思議だったことがあって、
科学研究費の審査区分で僕たちの分
野は「国土計画」となっていたんで
す。ところが、「国土計画」と銘打っ
て研究してる人ってゼロなんですよ
ね。なぜ、そういうことになってた

かというと、東大に都市工学科を新
設する時に、建築・土木がそれぞれ
につくりたい枠があって、これを調
整して共同で学科をつくり、土木は
交通と、景観を含む下水道となっ
た。交通は当初、八十島先生・鈴木
先生が行く予定でしたが、井上孝先
生と井上先生が連れてきた新谷先生

Interview
［森地 茂先生 インタビュー］

八十島先生の思い出を語る

Sigeru MORICHI
政策研究大学院大学名誉教授
計画・交通研究会 第4代会長

森地 茂

撮影｜小野田麻里

聞き手・文責
作家／エッセイスト

聞き手
芝浦工業大学教授

（当会理事・広報委員長）（当会理事・経営委員長）
茶木 環岩倉成志
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が入り、鈴木先生は下水道の助教授
になった。当時、鈴木先生は「景観
工学」を提唱され研究指導をしてお
られた。そういう経緯だったので、
僕は科研で下水道に景観工学が分類
された経緯は知っていましたが、「国
土計画というのはなぜだろう」と思
っていたんです。

　その後、科研の区分の見直しが行
われる時、僕もそこに加わって、「国
土計画」は「土木計画」に、「交通工
学」も「景観」もそこに入れました。
おそらく八十島先生が「国土をつく
る」という思いで「国土計画」という
分野を設定されたのだろうとその時
思い至りました。
　それから、この計画・交通研究会
の名称について、「交通研究会」とい
うのが最初の案でしたが、八十島先
生がものすごく抵抗されたんです
ね。では、「交通計画」でどうですか
という案にも、「だめだ」という。先

生が「計画・交
通」とひっくり
返したんです
ね。皆は「そん
な名前は変だ」
と言った。計
画・交通」って
何のことだとね
（笑）。けれど

も、僕は多分こ
れだろうと想像
していました。

八十島先生には
「国土をどうす
るか」という思
いが一貫してあ
ったんだろうと

思いますね。

若手研究者で東京臨海部の開発を
考える

　計交研の創設には澁澤栄一の曾孫
であり、八十島先生の遠縁にあたる
澁澤雅英さんの協力があります。八
十島先生が東大教授を退官した後に
産官学の人たちが集まって議論でき
るようなサロンをつくろうという動
きの中で、事務所として都市センタ
ーの向いのビルの1フロアを澁澤事
務所に提供いただき、鈴木先生と、
八十島研究室OBの杉山道彦さん、
岩間滋さんが尽力されました。
　計交研が創設されて数年後、八十
島先生に、中村良夫先生と渡邉貴介
先生と僕の3人が呼ばれました。澁
澤倉庫社長の澁澤さんから、東京の
臨海部に関する開発構想を八十島先
生が依頼されたんですが、八十島先
生が「親戚に頼まれた仕事を公的な
立場にある僕自身がやるわけにいか
ないので、3人でやるように」と依頼

されたんです。中村良夫先生の担当
は土地利用計画、渡辺先生が観光に
おける東京港構想、私は交通計画を
担当しました。
　東京は湖がなく、水面が生かされ
ていないので、東京湾を湖に見立て
たプランにしようと渡辺先生が提案
しました。お台場のまちづくりは渡
邊先生のアイデアが生きていたかも
しれない。僕は新交通の形式で、田
町駅を出て、ぐるっと回って東京駅
に戻ってくる案を私がつくったんで
す。起点と終点は異なりますが、途
中はほとんど今のゆりかもめ（1995

年開業）と同じルートです。
　八十島先生はそれを見て、運輸省
港湾局出身で新日鐵におられた石井
靖丸さんに相談した方がいいと言わ
れたので、伺ってお見せしたら、「き
み、東京駅を境にして地図を折りな
さい」と言うんですね。折り返す
と、今の中央防波堤が中野駅と重な
った。「明治の技術者は山手線や中
央線をつくった。君はこんなちまち
ましたおもちゃみたいなことを考え
て恥ずかしくないのか。やり直して
きなさい」と怒られたんです。加え
て、「この計画をつくるのは決して
澁澤倉庫のためではないだろう」と
言われました。それで追加したのが
現在の臨海鉄道です。臨海鉄道を
山手線とつなげる。そのプランを見
せたら石井さんも納得してください
ました。

　八十島先生はものすごい紳士で、
みんなの話を聞いて、いつもにこに
こしておられました。臨海鉄道の件
もそうですが、僕が若い時も国の会
議への出席など、勉強する機会を 

提供して頂いたことも有難かったで
すね。

森地 茂　計画・交通研究会 第4代会長
政策研究大学院大学名誉教授

インタビュー 八十島先生の思い出を語る
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第 2代会長である中村英夫先生（東
京都市大学名誉総長）の土木界に

おける業績は国内だけではなく海外で
も高く評価されています（注1）。昨年11

月18日にトルコのアンタルヤで開催さ
れた経済学会（TEA）ではカールスルー
エ工科大学のヴェルナー・ローテンガ
ッター名誉教授（注2）が「中村英夫セッ
ション」を設けて、中村先生の功績を紹
介されました。その内容をご紹介します。

　このセッションは「中村英夫セッシ
ョン」と呼ばれています。この傑出し
た学者、プランナー、政策アドバイザ
ーの経歴と仕事を皆様に紹介できるこ
とを嬉しく思います。
　中村先生は1935年に京都で生まれ、
大学では土木工学を学びました。帝都
高速度交通営団の技術者として数年間
勤務した後、東京大学に転じ、助手、
助教授を経て、1975年に教授に就任
しました。CADやデジタル地形モデ
ルを用いた道路設計や都市交通とシミ
ュレーションモデルに関する研究を通
じて、中村先生は国際的な交通科学の
コミュニティでよく知られるようにな
りました。この先駆的な業績は大学の
大型中央メインフレーム（ホストコンピ
ュータ）の容量が今日の携帯電話の100

万分の1にも満たない頃に行われたも
のでした。中村先生は1996年に東京
大学を退官しましたが、これは先生の
専門家人生の終わりではなく、むしろ
その輝かしい第二の人生の始まりでした。
　1995年に発生し、死者約6500人、
負傷者約1万5000人、30万人以上が
家を失った阪神・淡路大震災のことは
皆様ご記憶のことと思います。土木学
会会長の任にあった中村先生は、神戸
のインフラネットワークを復旧し、道
路、高速道路、地下鉄、鉄道の寸断、
そして忘れもしない神戸港の150埠
頭もの崩壊に伴う神戸の経済危機を克
服するために、すべての時間とエネル
ギーを注ぎ込みました。神戸の街とイ
ンフラは2年で再建されました。中村
先生は当時の明仁天皇陛下に阪神・淡
路大震災についてご進講の栄に浴しま
した。1996年には新設された運輸政
策研究所の栄誉ある所長に就任しまし
た。これは60件の研究テーマを取り扱
う約20名の研究者が所属する、応用交
通科学と交通政策立案に関する大きな
研究所であり強力なシンクタンクでした。
　一方、東京大学退官後の1997年に、
中村先生は武蔵工業大学（2009年に「東
京都市大学」に校名変更）の教授職に就
き、2004年から 2013年まで総長を
務めました。また、フランスのリヨン

大学と、若き中村先生がフンボルト財
団から奨学金を受けて客員研究員とし
て1年以上過ごしたドイツのシュトゥ
ットガルト大学から名誉博士号を授与
されました。
　中村先生は日本やその他のさまざま
な国、例えば、インドネシアやシンガ
ポール、タイ、ベトナム、ポーランド
などにおける多くの交通整備プロジェ
クトに貢献しました。ドイツ連邦大統
領からのフィリップ・フランツ・フォン・
シーボルト賞、ポーランド運輸大臣金勲
章、その他国際的な交通分野のコミュニ
ティを結びつける多彩な活動に対して謝
意を表する数々の特別国際栄誉賞を受
賞しました。2004年には、世界交通学
会（WCTR）からジュール・デュピュイ
賞を受賞しました。私見になりますが、
中村先生はこの賞の受賞者の中で最も傑
出した人物ではないかと思っています。
その理由を以下に説明したいと思います。
　中村先生のアプローチは、公共事業
の効用に関する有名な論文で知られて
いる19世紀フランスを代表するエン
ジニア・エコノミストとして最も影響
力のあったジュール・デュピュイと密
接な関係にあります 1。中村先生はデ
ュピュイに匹敵するエンジニア・エコ
ノミストと考えることもできます。中
村先生は専門家としてのキャリアを東
京の地下鉄建設のプロジェクト・マネ
ージャーとしての実務からスタートし
ました。このことから、中村先生のア
プローチをよく理解することができま
す。第一に、人々の行動や組織の性質
に関して、理論的な命題から出発する
よりも実務的な問題の観察から出発す
ることを好みます。第二に、数学的な
ツールを使うこともありますが、それ
は科学的に明確化するために必要なと
きに限られます。第三に、中村先生の
技術的な解決策には社会的・経済的側
面、社会的波及効果、経済的実現可能
性、すなわち便益と費用が考慮されて
います。経済学に工学的アプローチが
組み合わされていると言えましょう。
第四に、中村先生は研究の成果を事例

注1　1967年にドイツのシュトゥットガルト大学で客員教授、東アジア交通学会会長（1994-1997）、世界
交通学会会長（1998-2001）を務め、フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト賞、ポーランド運輸大臣
金勲章（1991）、リュミエール大学名誉博士（1992）、シュトゥットガルト大学名誉博士（1997）、世界交通
学会Depuis賞（2004）、オイゲン・ウント・イルゼ・ザイボルト賞（2007）、アジア土木工学功績賞（2010）
の受賞や称号授与がある。
注2　ドイツ経済研究所で運輸部門の責任者、キール大学とウルム大学教授（経済理論と政策）を経て、2003
年から2004年までカールスルーエ大学（KIT）の経済学部長、2010年まで経済学教授を務めた。航空、鉄
道、道路輸送を網羅する運輸経済学と交通管理の分野で17の著作（共著を含む）と100以上の論文を発表
し、輸送関連の問題について広く研究し、さまざまな交通関連プロジェクトのコンサルティング業務を手掛
けた。2001年から2007年まで世界交通研究学会の会長をはじめ、ドイツ運輸省およびドイツ鉄道AGの常
任諮問委員会、ドイツ運輸省の大規模プロジェクト建設改革委員会の委員も務めている。

Session

Subjects 話題・出来事

Hideo NAKAMURA

［原文は英文］
日本語訳：長谷川 専 （株）三菱総合研究所主席研究員　監訳：堤 盛人 筑波大学教授

［話題・出来事］

中村英夫先生の業績が
トルコでの経済学会で紹介される

Subjects
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やケーススタディ 2を用いながら
最も分かりやすい方法で紹介しま
す。これはまさにデュピュイがい
つも行っていたことです 3。第五
に、自らの研究や国際的な経験に
基づいて導き出した政策責任者へ
の提言を非常に明瞭かつ誠実に伝
えます。例えば、25年前に日本
の磁気浮上式鉄道プロジェクトの
実施に懐疑的な見解を示し、シス
テムをより成熟させるためにさら
なる研究開発を提言しました。
　中村先生は、相互の協力と意見交換
を促進するための大学や交通担当部局
の実質的な国際的ネットワークを構築
し、世界中の多くの国で先進的な「交
通計画大使」とみなされるようになり
ました。このため、1998年にアント
ワープで開催された世界交通学会第8

回大会でその会長に選出されたことは
当然のことと言えましょう。会長在任
中に、中村先生は目覚ましい改革を行
いました。その最たるものは、出版社
のエルゼビアとの緊密な連携とともに
実現した学術誌“Transport Policy”の
刊行です。今日、Transport Policyは
ランクの高い学術誌となり（インパクト
ファクターは約8）、姉妹誌として“Case 

Studies on Transport Policy”も刊行
されています。両誌とも中村先生のエ
ンジニア・エコノミストとしての学術
的立場を反映しています。すなわち、
両誌とも実生活における交通問題を対
象とし、純粋な理論・方法論の進歩よ
りも、独創的で創造的な実務的課題の
解決を重視しています。
　中村先生は2001年にソウルで開催
された世界交通学会第9回大会で議長
を務め、2004年にイスタンブールで
開催された第10回大会の準備も支援
しました。ユセル・ジャンジミール教
授が同僚や学生とともに運営したイス
タンブールでの大会は忘れられないも
のとなりました。世界交通学会の大会
は研究者・学生の国際協力のプラット
フォームであり、専門研究グループ
（SIG）で知識の習得を行うことができ

ます。さまざまな国の多くの交通問題
は類似しており、例えば、交通渋滞の
処理やインフラネットワークの投資評
価などの問題は絶えず現れてきます。
　“Principles of Infrastructure”（訳者
注：「インフラストラクチャー概論」の英訳
書）は、中村先生の研究や教育に対する
エンジニア・エコノミストとしてのア
プローチを表す最良の例を示す近著のタ
イトルです。本書の基本的な情報は中
村先生の大学での講義から採録されたも
のです。中村先生の教え子によってそ
れらは更新されて著書として刊行され、
さらに内容が充実された上で英語に翻
訳されました。この著書には多くの国
際的な事例が収載されており、各国の
文化と歴史に対する中村先生の深い造
詣も窺えます4。果たして交通の専門家
でも本書に収載されているような自国
プロジェクトの背景事情を知悉してい
るでしょうか。事例の記述に留まらず、
本書はインフラストラクチャープロジ
ェクトの現代的な計画、建設、運営、
資金調達といったすべての段階に関す
る網羅的なガイドラインになっています。
　つまり、中村先生は以下のように交
通科学と交通計画の分野で傑出した貢
献を成した学者なのです。

●若手研究者として、交通、土地
利用および都市計画の間の相互
作用という非常に困難な課題に
焦点を当てて、今でいうデジタ
ル技術を活用したモデル（訳者注 : 

CALUTAS）に基づくとても独創的
な解決策を提示しました。
●キャリアの中間段階では、多く
の国を訪問し多くの外国人研究者
と協力し合って、国際的な研究ネ
ットワークを構築し、数々の受賞

や栄誉にあずかりました。
●キャリアの後半では、大規模かつ成
功を収めた研究所の所長を務め、著名
な大学の総長となり、真に国際的な交
通学会の最も創造的な会長になりました。
●専門家としての人生の全ての段階に
おいて、画期的なアイディアを生み出
し、その多くが教え子たちによって取
り纏められ、翻訳され、継承されました。

　専門家としての人生の全ての段階に
おいて、中村先生は大きな足跡を残し、
それは後進たちに完璧な方向性を示し
たと同時に高いハードルも与えました。
　最後に、個人的なことを申し上げて
私の話を終わりにしたいと思います。
2001年に私は大きな事故に遭い、ド
イツのカールスルーエの病院に入院し
ていました。ある日、看護師がやって
来て私に「日本人らしき紳士が病室の
外で面会を待っている」と告げました。
私は病室に入ってきた人を見て、全く
信じられませんでした。中村英夫先生
でした。これは後進たちに伝えている
あらゆる科学的、計画的な授業を超え
た、中村先生の最も敬愛すべき人柄の
根底にあるものを表しています。それ
は、社会的共感と友愛の情です。

1　ジュール・デュピュイは多数の論文を著しましたが、フランス語で公表されたため約100年が経過して
も残念ながらわずか二篇しか英語に翻訳されていません。アルフレッド・マーシャルが効用理論に基づく余
剰概念を発表する40年も前に、デュピュイは費用便益分析の創始者となったにもかかわらず、その業績があ
まり知られていないのはこのためでしょう。
2　例えば、サンフランシスコのベイエリア高速鉄道 (BART)、シュツットガルト21と呼ばれる都市・地域・
都市間総合鉄道プロジェクト、シドニーハーバートンネル、南フランスのミヨー橋など。
3　デュピュイの有名な運河建設の事例において、デュピュイは運河投資による便益を輸送費用面に基づい
て評価するだけでは不十分であることを示しています。
4　著書の中では、干拓事業に関連するコラムでゲーテのファウストに言及しています。ファウストが人生
最後の活動として選んだのが干拓事業の責任者で、そこで自らの墓が掘られたのでした。

中村先生とローテンガッター氏（右）、ジャンジミール氏（中央）

Subjects 話題・出来事
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■はじめに
　当社は、1963年に「合名会社　中
央土質調査所」として設立し、その
後商号変更、合併などを経て、1969

年に「株式会社　中央建設コンサル
タント」として、沖縄県内の道路交
通インフラを中心とした調査、設計、
維持管理に取り組んでまいりまし
た。当社の一つの転機として、沖縄
で実施された1977年の第1回沖縄本
島中南部都市圏パーソントリップ調
査が挙げられます。この調査に当社
が関わることとなり、これを契機に
交通などの計画に関わるための部署
として、調査部（「企画部」へ部署名変
更）が設立されました。国、県、一般
財団法人計量計画研究所等、当時の
関係者による指導を受けながら、ノ
ウハウを積み重ねたことで、沖縄に

おいて、交通に関する計画にも携わ
ることのできるユニークな会社とし
て、2023年には創設60周年を迎え
ることができました。

　私が所属する企画部では、沖縄県
内を対象に、県土全域・広域都市圏
から、市町村、地域コミュニティま
での多様な空間スケールにおける
様々な企画・調査・分析・計画・実
践に関する業務に従事しています。
地域に暮らす住民や沖縄を訪れる観
光客の目線で何が必要かを考え、地
域への実践・実装にこだわりながら、
様々なテーマに挑戦しています。本
稿では交通分野とまちづくり分野を
中心に紹介いたします。

■交通分野での取組
　交通分野では、当社が本土復帰直

後から携わっている車や人の移動の
基礎データである道路交通センサス
調査データやパーソントリップ調査
データ等を活用しながら、中南部都
市圏都市交通マスタープラン策定や
県内市町村の交通計画策定、交通タ
ーミナルやモノレール・バスシステ

ム等の公共交通の導入、バスレーン
や自転車走行空間の導入や賑わい空
間の創出など道路空間を活用した多
様な事業の実施、地域の交通安全の
取組など、様々な政策立案と実装に
取り組んでいます。現在、第4回沖
縄本島中南部都市圏パーソントリッ
プ調査を進めているところです。パ
ーソントリップ調査データを活用し
ながら、新たな中南部都市圏の将来
像を描くとともに、都市圏が抱える
課題解決や、ありたい姿の実現につ

山中 亮

沖縄における交通・まちづくりの取組について

Projects 会員企業・団体百景

会員企業・団体百景
Projects:

株式会社中央建設コンサルタント
企画部  部長

離島の交通状況（左：フェリーターミナル到着時の状況、右：集落内の村営バスの走行状況）
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　当社の特色は、交通分野との連携
を強化していることです。交通結節
点を中心としたウォーカブルなまち
づくり、交通安全を切り口としたコ
ミュニティ参加型の地域づくり、観
光客の移動のマネジメントと世界自
然・文化遺産の保全と利活用を一体
的にとらえた地域循環共生圏の地域
社会への実装など、様々なテーマを
組み合わせながら、新しい沖縄の社
会の実現につながる取組を進めてい
ます。

■海外への挑戦
　沖縄を象徴する言葉として「万国
津梁」があります。その内容は「琉球
王国は南の海にある蓬莱の島で船を
万国の架け橋にして貿易によって栄
える国である」といったことで、海
洋国家としての気概がうたわれてい
る言葉です。沖縄にはこれまで数多

くの課題に向き合い解決してきた構
造物の塩害対策技術や土壌流出防止
等の環境保全技術等の特徴的な技術
が存在しています。これからは、沖
縄で培われた技術を、同じ課題を抱
える他地域の発展や課題解決のため
に活用することが求められていま
す。当社では沖縄と同じ課題を多く
抱える大洋州島嶼地域を中心に、技
術の懸け橋となるような取組にも挑
戦しています。

■おわりに
　当社では、『自然と地域に密着した
住みよい郷土建設』を企業理念とし、
地場建設コンサルタントとして、地
域での実践・実装、地域で培った技
術を活用した挑戦にこだわり、沖縄
振興に貢献する活動を進めてまいり
たいと考えています。

なげる取組を進めてまいります。
近年では、都市圏のみならず離島地
域も対象に自動運転をはじめとする
様々な取組を進めています。離島地
域だからこそできることを模索しな
がら、地域で持続可能な環境構築を
目指しています。

■まちづくり分野での取組
　まちづくり分野では、当社が近年
取り組んだまちづくりの基礎データ
である都市計画基礎調査データ等を
活用しながら、都市や地域の現況分
析、広域都市計画区域マスタープラ
ンや市町村都市計画マスタープラン
策定、土地利用や立地適正化の検
討、歴史や景観まちづくり、道路や
公園等を中心とした公共空間での官
民連携の活用、中心市街地活性化、
地域防災の活動等、様々な政策立案
と実装に取り組んでいます。

Projects 会員企業・団体百景

大洋州での取組状況
（左：サモアにおける新設橋梁の状況［橋梁掛替計画準備調査に参画］、右：サモアにおける河川護岸の試験施工の状況［普及・実証・ビジネス事業 に参画］）

地域とのまちづくり状況（左：道路空間を活用したイベントの開催、右：地域でのワークショップの開催）
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（渋谷横丁）まで見学させていただき
ました。立体都市公園制度を活用し
たPPP事業によって生み出された施
設内の連続動線や、公園の再整備と
商業施設整備を立体的かつ一体的に
実現し、賑わいを創出した取組みを
見ることができました。

　その後、麻布台ヒルズに移動し、
超高層階からの都心の眺望を楽しみ
ながら、森ビル株式会社の加藤様か
ら、都心旧市街地での再開発事業につ
いて説明を受けました。地権者合意
形成から着工・竣工まで、長期間に及
ぶ開発の取組みや、足元の緑豊かな空
間整備、多様なニーズに対応した機能
導入や施設整備、細部のデザインに至
るまで、お話を聞くことができまし
た。緑豊かな中央広場では、来街者や
就業者、インターナショナルスクール
の子供や父母等、多様な人々が交流す
る風景が印象的でした。
　その後、竹芝地区船着場で集合写真
を撮影し、水上散歩に出発しました。
　舟運体験では、竹芝～日本橋のル

　2024年5月29日、東急株式会社、
東急電鉄株式会社、東京地下鉄株式
会社、森ビル株式会社、三井不動産
株式会社のご協力をいただき、近年
の東京都心の開発プロジェクトを一
気に巡る見学会『見て、愛で、感じる
東京都心散歩』が開催されました。
　当日は、渋谷ヒカリエ4階アーバ
ンコアに集合し、渋谷駅周辺開発の
全体像をご説明いただいた後、渋谷
スカイウェイ⇒MIYASHITA PARK⇒
麻布台ヒルズ⇒舟運体験（竹芝～日本
橋）⇒日本橋エリアと巡り、東京都心
の再開発事業を通じたまちづくりの
説明をいただきました。
　渋谷ヒカリエでは、東急株式会社
の黒瀬様から模型を用いて渋谷駅周
辺の開発位置などを鳥瞰的にご説明
いただいた後、建設中の渋谷スカイウ
ェイのデッキ通路の先端までご案内を
いただき、同社の青戸様から、渋谷の
谷型地形をフラットに繋ぐ東西デッキ
通路の整備について、現場説明を受け
ました。計画から歳月を経て複数の
プロジェクトが進行し、変わりゆく渋
谷駅周辺の風景を、ウォーカブルな歩
行者動線実現の視点も絡めて、確認す
ることができました。

　また、MIYASHITA PARKでは、三
井不動産株式会社の星野様にご案内
いただき、屋上の宮下公園から施設
内の各階を通って、1Fの飲食店街

ートで、三井不動産エンジニアリング
株式会社 開発技術部の皆様から、隅
田川・日本橋川の川沿いの開発の歴
史や橋の歴史について解説をいただき
ながら、水上から川辺の風景を楽しみ
ました。最後に、灯りのともされた日
本橋を見て船を降り、日本橋エリアの
まちづくりの解説を受けながら、まち
歩きで座学会場まで移動しました。
到着後は、三井不動産株式会社の小
野寺様から、座学会場となった東北の
情報発信・交流拠点「わたす日本橋」
の施設説明を受けた後、同社の対中様
から、神宮外苑地区まちづくりの説明
を受けました。神宮外苑地区まちづ
くりについては、施設配置などの計画
概要から植栽計画の詳細、いちょう並
木の保護活動など、今話題の再開発事
業について説明を聞くことができまし
た。築地地区まちづくりについては、
同社の上田様から、事業概要やコンセ
プト、同事業における交通の視点など
について、最新情報を伺うことができ
ました。

　半日で、東京都心の主要プロジェ
クトを一気に見学するという凝縮さ
れた内容で、最近の再開発事業を通
じて、ウォーカブルや賑わい創出、
緑環境整備、川辺のまちづくり等、
盛りだくさんな要素に触れた充実の
見学会となりました。

三菱地所（株） 高瀬太郎（広報委員） 

行事報告

Reports:

Reports 行事報告

MIYASHITA PARK 現地説明

模型を用いた渋谷駅周辺開発の説明 麻布台ヒルズ中央広場現地見学 集合写真（2班合同／竹芝地区船着場にて）

2024年度 春の見学会
見て、愛で、感じる 東京都心散歩
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TOPICS 01

TOPICS 02

つくる、環境負荷軽減・品質の担保
とともに短い工期や低コスト化をは
かります。堤高114.5ｍの成瀬ダム
は台形CSGダムとしては日本一の高
さとなります。

　また、遠隔地の複数現場での自動化
施工が可能な次世代建設生産システ
ム「A4CSEL（クワッドアクセル）」が導
入されています。これは鹿島建設本社
関連施設や成瀬ダム現場の管制室か
ら作業指示データを送ると、ダンプト
ラックやブルドーザー、振動ローラー
など多数の建設機械が自律・自動運転
で作業を行うもので、生産性や現場の
安全性を飛躍的に向上します。また、
ベルトコンベア・SP-TOM（Special Pipe 

TranspOrtation 

Method）と自動
ダンプの連携
により、CSGの

品質を保ちな
がら連続大量
搬送を実現し

オンラインのハイブリッドで再開さ
れました。オンラインの参加者は、
毎回定員の1000人を超える人気の講
演会でもあります。
　そもそもインフラ整備70講演会と
はどのようなものなのか、計交研と
はどのような関係にあるのか、につ
いて簡単に紹介します。
　インフラ整備70講演会は、戦後の
インフラ整備事業の代表的な100の

プロジェクトに直接、間接に関わっ
た方々から、その経験や見聞を講演
していただく講演会で、概ね月1回

　昨年秋に当会で見学させていただ
いた秋田県東成瀬村の成瀬ダム（堤
体積485万㎥）の堤体打設工事（工期：
2018年5月9日～2026年12月11日）

がその後、建設が進捗しています。
　成瀬ダム建設現場は豪雪地帯のた
め、施工期間が年間約6カ月という
厳しい条件の中で生産性向上や効率
化等をはかる施工技術には関心が高
まっています。その1つはCSG工法
で、現地で発生した石や砂礫を有効
活用して、セメント、水を混合して

　2024年6月25日、政策研究大学
院大学にて「インフラ整備70年講演
会（第51回）（～戦後の代表的な100プ

ロジェクト～）」が開催されました。
テーマは、東京メトロ副都心線。副
都心線の計画、建設、東京メトロが
培った建設技術、開業後の課題と解
決事例が紹介されました。
　今回の第51回講演会は、マラソン
の折り返し点にあたる節目の会でも
ありました。筆者はこの講演会の幹
事を務めており、欠かさず参加して
います。記念すべき第1回目は2018

年9月の黒部ダム。コロナで一時中
断したものの、第49回からは対面と

ています。

　こうした生産工学を基にした自動
化施工などの先端技術に関心を持つ
若手社員は多く、この日、成瀬ダム
の管制室でも、この仕事を希望した
という若手技術者がオペレーターを
務めていました。現場にはスリラン
カから来た作業者も多いため、管制
室には通訳者もついています。
　取材時（8月8日）には、台形の堤体
は完成まで16.5mの地点まで高さを
増し、打設面もかなり狭まっており、
昨秋の見学時からの工事の進捗を実
感しました。堤体のCSG打設は今年
度、完了予定です。
作家／エッセイスト 茶木 環（広報委員長） 

のペースで開催されています。講演
会を運営する「戦後インフラ整備事
業研究会」の委員長 中村英夫先生
は、計交研第二代会長、副委員長 家
田 仁先生は、計交研第五代会長、副
委員長 清水英範先生は、前計交研副
会長と、計交研とは大変近い関係に
あります。

　下記のURLから受講申し込み、こ
れまでの記録が参照できます。
https://www.jcca.or.jp/infra70new/

戦後インフラ整備事業研究会幹事 
白木原隆雄（事務局長） 

成瀬ダム堤体打設工事
堤体のCSG打設、今年度完了へ

インフラ整備70年講演会の紹介

Topics トピックス 
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しの足をみんなで考える全国フォー
ラム清水弘子氏は、高齢者や障害者
など移動が困難な方でも行きたいと
ころに自由に行ける「移動サービ
ス」についての話題提供として、タ
クシーとの連携など地域に密着して
相互に理解し連携することの必要性
について、神奈川県の事例をご紹介
いただきました。最後に、呉工業高
等専門学校 神田佑亮氏から、広島市
における地域と事業者の協調・共創
プラットフォームや過疎化が進むJR

芸備線再構築の例に基づいて、地域
交通の中で「学」が先導していくこと
の意義についてお話いただきました。

　第二部は、「公共交通経営者円卓
会議～本気の経営改革や新技術導入
など具体的挑戦の内容とその効果
～」と題して、広島電鉄（株）仮井康

　2024年7月25日、当会が後援す
る公共交通経営者円卓会議 2024

（（一財）地域公共交通総合研究所、両備

ホールディングス（株）主催）が開催さ
れました。“本気の挑戦”をキーワー
ドに、より良い地域モビリティの再
構築に向けた最新の動向についての
議論が交わされました。
　第一部では、4名の方から話題提
供がありました。（株）みちのりホー
ルディングス浅井康太氏からは、バ
ス業界におけるカーボンニュートラ
ルの達成に向けた電気バスへの転換
や自動運転技術の実装を例に挙げ、
DX/GXを単なるデジタル化と捉える
のではなく、根本的な「X（トランスフ

ォーメーション）」として実務に織り
込み、生産性を上げていくことの必
要性についてお話がありました。続
いて、（一社）全国ハイヤー・タクシ
ー連合会 川鍋一郎氏には、「GOドラ

イバー」というライドシェアアプリ

をご自身で利用されたデモンストレ
ーション動画を交えて、タクシー業
界におけるドライバー不足への対応
策としての日本版ライドシェアの取
り組みを紹介いただきました。くら

裕氏、十勝バス（株）野村文吾氏、
（株）みちのりホールディングス松本
順氏、西日本鉄道（株）松本義人氏、
両備ホールディングス（株）大上真司
氏、国土交通省交通政策審議会 /日
本テレビ放送網（株）宮島香澄氏が登
壇しました。厳しい経営環境の中で
も地域のくらしの足を守るために挑
戦している具体的な取り組みが紹介
され、地域と事業者が連携して公共
交通サービスを維持・発展させてい
く未来の姿について活発な意見交換
が行われました。また、会の途中に
はゲストとしてウィーン工科大学の
柴山多佳児氏から、ヨーロッパにお
ける公共交通の議論のあり方を参考
に、日本の今後の方向性に関して期
待を込めたコメントを頂きました。
　本会議を通じて、地域公共交通の
未来に向けた具体的な戦略や取り組
みを学ぶことができ、また、各界を
牽引するリーダーの“本気”が感じら
れる有意義なものとなりました。
清水建設（株） 古宇田剛史（広報委員） 

活動報告

News 
Letters:

公共交通経営者円卓会議2024～公共交通事業者のチャレンジ～

円卓会議の様子（左から大上真司氏、松本義人氏、松本順氏、野村文吾氏、仮井康裕氏、宮島香澄氏）

総括をされる神田佑亮氏

総括をされる政策研究大学院大学特別教授 家田仁
氏（当会前会長）

閉会の挨拶をされる（一財）地域公共交通総合研究
所専務理事 町田敏章氏（円卓会議実行委員会代表）

シンポジウム

News Letters 活動報告



Association for Planning and Transportation Studies
SEPTEMBER 2024（一社）計画・交通研究会  会報 15

理事会
代表理事・会長・企画委員長 羽藤　英二
理事・会長代理・経営委員長 岩倉　成志
理事・広報委員長 茶木　　環
理事・幹事会顧問 金子雄一郎
理事・事務局長  白木原隆雄
理事  伊藤　香織
  寺部慎太郎
  徳山日出男
監事  福田　　敦
  上西　泰輔

経営委員会
委員長  岩倉　成志
委　員 雨宮　克也・関　　聡史
 徳山日出男・松井　保幸
 利穂　吉彦

企画委員会
委員長  羽藤　英二
委員 阿部　　功・石坂　哲宏
 伊藤　香織・王尾　英明
 小野寺　博・寺部慎太郎
 布施　孝志・三島　大輔
 栁沼　秀樹

広報委員会
委員長   茶木　　環
幹事長   奥田　　豊
副幹事長   貴志　法晃
副幹事長   辻　　功太
本号編集責任者   古宇田剛史
本号編集委員   知花　武佳
 大髙　枝里・小川　拓弥
委員   伊藤　香織
 内海　克哉・梶谷　俊夫
 柴崎　隆一・高瀬　太郎
 髙山　滉平・中村　裕史
 新田　直司・原　　祐輔
委員（HP管理グループ長）  福田　大輔
委員（写真・映像）   小野田麻里
学生委員 須賀　理帆・萩原　啓太
 古林　　陸・八木　龍聖
デザイン／レイアウト  新目　　忍

幹事会
顧問   金子雄一郎
幹事長   栁沼　秀樹
副幹事長   石坂　哲宏
幹事 園部　雅史・田中　皓介

〒100-6005　
東京都千代田区霞が関3-2-5　
霞が関ビル5F-28
TEL 03-4334-8157
FAX 03-4334-8158

E-Mail: jimukyoku@keikaku-kotsu.org
Homepage: http://www.keikaku-kotsu.org/

一般社団法人 計画・交通研究会

Association for 
Planning and Transportation 
Studies

すく説明されました。次に岩倉成志 

芝浦工業大学教授からは、これまで
の50年間の先人の努力と課題につい
て振り返るとともに、これからの四
半世紀において考えていくべきこと
について語っていただきました。
　第二部は、「これからの鉄道とそれ
を支える技術の展望～サステナブル
な鉄道へ～」と題し、最初に、東日
本旅客鉄道（株）伊東 寛氏、東武鉄道
（株）今村憲司氏、東急電鉄（株）横尾
俊介氏、東京地下鉄（株）大槻裕毅氏
より現在進めている駅や周辺開発、
ITを活用した運用効率化、地域連携
や環境の取り組みについて紹介いた

　2024年7月16日、東京大学にて
2024年度第１回イブニングセミナー
が開催されました。
　第一部は、東日本旅客鉄道（株）三
島大輔氏より「50年の都市鉄道の変
化～技術面を中心に～」と題して話
題提供いただきました。これまでの
50年を3つの時代に分け、1975年か
らは混雑緩和、輸送力増強、1990年
からは地域との連携、耐震補強、バ
リアフリー、駅ナカ開発、2010年か
ら現在はホームドア整備、駅まち一
体開発が主な取り組みとして、各時
代の整備事例やそれを支えてきた技
術を紹介しながら、変遷を分かりや

だきました。続くディスカッション
では、地域に愛される鉄道となるた
めに多様なステークホルダーと対
話・連携しながら駅やまちづくりに
取り組んでくことが大切だという意
見が多くありました。
　人口減少とコロナ禍を経て移動の
減少という社会変化や災害、脱炭素
化、国際競争力向上など複合的な課
題に対し、鉄道がサステナブルな公
共交通機関となるためにはどうある
べきか考える機会となりました。

関西国際空港熱供給（株） 奥田 豊
（広報委員会幹事長） 

行事報告

Reports:

Reports 行事報告

東日本旅客鉄道 
三島大輔氏

日本大学 金子雄一郎教授
（企画・進行）

芝浦工業大学
岩倉成志教授

左から東日本旅客鉄道 伊東 寛氏、東武鉄道 今村憲司氏、東急電鉄 横尾俊介氏、
東京地下鉄 大槻裕毅氏

2024年度 第1回イブニングセミナー
都市の発展を支えてきた鉄道の技術革新～これまでの50年とこれからの50年～
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Opinion 視点

視
点

Opinion:本
会
が
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
50
年
と

こ
れ
か
ら
の
50
年
と
い
う
観
点
で
様
々
な
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
著
者
ら
が
企
画
し
た
第
3
回
イ

ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー「
生
態
系
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

：

地
域
・
企
業
が
継
続
で
き
る
仕
組
み
」（
2
0
2
3
年
12
月
5

日
開
催
）に
関
連
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

30
b
y

30
や
E
C
O-

D
R
R
を
中
心
に
国
土
・
地
域
の
保

全
や
防
災
に
資
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
議
論
し
た
。

30
b
y

30
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を

健
全
な
生
態
系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
し
よ
う
と
す
る
目

標
で
あ
る
。
E
C
O-

D
R
R
は
、
地
域
特
有
の
生
態
系
や

自
然
を
生
か
し
な
が
ら
自
然
災
害
の
防
災
や
減
災
に
役
に

立
て
よ
う
と
す
る
手
法
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ

た
た
め
取
り
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
、

生
物
が
絶
滅
す
る
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
態
で
あ
る
が
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
生
物
の
種
の
数
が
回
復
す
る
な
ど

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
態
に
移
行
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
30
b
y

30
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
は
2
0
5
0
年
に
「
自
然
と
共
生
す
る
世

界
」
を
標
榜
し
て
、
企
業
や
団
体
な
ど
が
主
体
的
に
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
2
0
2
4
年
3
月

に「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
移
行
戦
略
」が
環
境
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
の
連
名
で

策
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
是
非
参
照
し
て
頂
き

た
い
。

　
一
般
に
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
取
引
が
長
い
時
間

か
け
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
け
て
企
業
や
団
体
が
主
体
的
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
及
び
継
続
的
に
活
動
し
て
い
く
土
壌
は
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
会
を
構
成
す
る
特
に
団

体
・
企
業
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
中
を
更
に
進
ん

で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
3
つ
の
視
点
を
述
べ
る
。

　
一
つ
目
の
視
点
と
し
て
、
自
然
保
護
や
創
出
を
コ
ス
ト

と
見
な
さ
な
い
た
め
に
、
自
然
環
境
を
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体

の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
1

次
産
業
の
再
設
計
に
他
な
ら
な
い
。
自
然
か
ら
の
恵
み
を

享
受
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
に
加
え
て
、
自
然
を
再
生
・
創

出
し
て
い
く
こ
と
で
次
の
恵
み
を
今
後
、
手
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
地
域
づ
く
り
や
防

災
・
減
災
に
帰
着
さ
せ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
今
後

は
、
地
域
の
中
で
自
然
環
境
か
ら
の
循
環
が
何
を
プ
ラ
ス

に
変
え
て
い
く
の
か
、
各
主
体
が
見
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
と
っ
て
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
上

の
メ
リ
ッ
ト
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
よ
う
な
自
然
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
経
済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
く

こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
の
視
点
と
し
て
、
各
主
体
の
強
み
を
見
据
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
既
存
に
持

つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
然
環
境
に
振
り
向
け
た
ら
何
を

生
み
出
せ
る
か
、
他
者
の
強
み
を
引
き
出
し
、
シ
ナ
ジ
ー

を
得
る
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
る
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
自
然
環
境
の
価
値
を
定
量
化
で

き
る
専
門
家
は
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
側
に
必
要
で
あ

ろ
う
。

　
最
後
の
視
点
と
し
て
、
自
然
の
再
生
力
に
時
間
軸
を
合

わ
せ
た
経
営
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
自
然
再
生
の
時
間
軸

は
、
こ
れ
ら
に
取
り
組
も
う
と
す
る
政
策
決
定
者
や
企
業

の
経
営
判
断
よ
り
は
る
か
に
長
期
で
あ
る
。
短
期
的
な
成

果
を
追
い
求
め
る
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
決
定

が
軽
視
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
こ
こ
で
話
は
外
れ
る
が
、
著
者
は
大
学
の
講
義
で
「
シ

ス
テ
ム
思
考
」
や
「
シ
ス
テ
ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
に
関
し

て
、
1
9
7
2
年
に
発
表
さ
れ
た
『
成
長
の
限
界
』

（
D.
H.
メ
ド
ウ
ズ
）を
一
つ
の
著
名
な
事
例
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
当
時
か
ら
1
0
0
年
後
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
現
在
行
う
べ
き
手
段
を
模
索
し
て

い
る
が
、
ほ
ぼ
10
年
お
き
に
改
訂
版
が
発
行
さ
れ
、

2
0
2
2
年
に
も
50
年
目
の
節
目
に『E

arth

 for A
ll 

万
人

の
た
め
の
地
球
』（
丸
善
出
版
）が
発
行
さ
れ
た
。
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
実
践
し
て
い
く
う
え
で
、
一
つ
目
の
視

点
で
あ
る
地
域
循
環
の
因
果
ル
ー
プ
を
明
確
に
し
、
そ
こ

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
主
体
に
よ
る
相
乗
効
果
を
見
出
し
、
長

期
的
な
観
点
で
経
営
判
断
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

活
用
さ
れ
て
い
る
将
来
を
期
待
し
た
い
。

Tetsuhiro ISHIZAKA

石
坂
哲
宏

日
本
大
学
理
工
学
部

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

教
授

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
中
を
進
ん
で
い
く
た
め
に


